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春の例大祭で
五穀豊穣と地域の安寧を祈る

伝統の長持奉納！
（撮影  2026.4.12　野溝諏訪社）



　

昨
年
４
月
の
結
成
時
に
は
14
人

だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
39
人
に
増
え

て
、
男
性
29
人
、
女
性
10
人
で
す
。

20
代
か
ら
80
代
ま
で
各
年
代
か
ら

参
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
増
員

予
定
で
、
活
動
も
月
１
回
か
ら
２

回
に
増
や
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
内
、
20
人
が
第
二
地

区
以
外
で
す
。
企
業
や
学
校
関
係

者
の
参
加
の
ほ
か
「
鯛た

い

萬ま
ん

の
井
戸

お
掃
除
隊
」
と
お
互
い
の
活
動
に

参
加
し
合
う
連
携
も
図
ら
れ
、
活

動
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

作
業
内
容
と
し
て
は
、
井
戸
の

中
の
玉
砂
利
の
藻
を
取
り
な
が
ら

の
清
掃
が
大
変
で
す
。
し
か
し
、

水
中
ポ
ン
プ
の
使
用
で
作
業
の
効

率
化
を
提
案
す
る
人
が
現
れ
る
な

ど
、
人
材
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る

相
乗
効
果
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た「
モ
ー
ニ
ン
グ
会
」と
い
っ

た
懇
親
会
な
ど
で
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
つ
つ
、
ま

だ
ま
だ
増
員
し
、
活
動
回
数
も
増

や
そ
う
と
意
気
盛
ん
で
す
。

　

平
成
元
年
に
「
井
戸
を
守
る

会
」
が
発
足
し
、
そ
の
後
「
井

戸
と
花
の
会
」
と
継
続
さ
れ
た

も
の
の
、
高
齢
化
や
協
力
者
の

減
少
に
よ
り
、令
和
６
年
に
は
、

活
動
を
断
念
す
る
と
こ
ろ
ま
で

追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

当
時
一
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
て
い
た
中
條
隊
長

が
、
自
身
の
経
験
か
ら
市
長
へ

の
手
紙
に
、
活
動
存
続
の
た
め
の

思
い
を
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
地
域
づ
く
り
支
援

課
や
第
二
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
支
援
体
制
が
生
ま
れ
、
わ

ず
か
な
準
備
期
間
で
隊
の
発
足
が

実
現
し
ま
し
た
。
現
市
長
も
そ
の

後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
共

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

金
田
セ
ン
タ
ー
長
は
、
今
後
に

つ
い
て
、
行
政
の
取
り
組
み
が
湧

水
群
全
体
を
包
括
し
た
支
援
体
制

に
シ
ン
カ
し
、守
り
隊
の
活
動
が
、

安
定
し
て
継
続
し
て
ほ
し
い
と
、

熱
い
思
い
を
語
り
ま
す
。

　

ま
た
中
條
隊
長
は
、周
辺
住
民
、

利
用
者
、
行
政
の
三
位
一
体
に
よ

る
協
働
の
重
要
性
を
強
調
し
、
一

層
の
進
展
へ
抱
負
を
話
し
ま
す
。

　

絶
え
間
な
く
湧
き
出
る
こ
の
情

熱
が
、
活
動
を
さ
ら
な
る
高
み
へ

と
導
き
、
や
が
て
同
種
活
動
の
先

駆
け
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

湧
き
上
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
情
熱

「
源
智
の
井
戸
を
守
り
隊
」
発
足
一
年

「
源
智
の
井
戸
」
は
歴
史
や
利
用
者
の
数
を
見
て
も
、
市
内
21
カ
所

あ
る
「
ま
つ
も
と
城
下
町
湧
水
群
」
の
代
表
で
す
。
い
ま
、
そ
こ
を

支
え
維
持
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
湧
水
群
を
代
表
す
る
活
動
に
。

市
長
へ
の
手
紙
で
前
進

更
な
る
高
み
へ

枠を外して玉砂利の清掃が大切
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伊
勢
町
通
り
の
歩
道
両
側
に

は
、
せ
せ
ら
ぎ
が
あ
り
ま
す
。
伊

勢
町
商
店
街
振
興
組
合
が
維
持
管

理
を
担
い
、
近
年
で
は
外
部
委
託

に
よ
る
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
令
和
５
年
３
月
に
組

合
が
解
散
し
、
伊
勢
町
１
・
２
丁

目
町
会
が
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
清
掃
を
町
会

で
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
高
齢
化

や
人
手
不
足
と
い
っ
た
課
題
に
直

面
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
を
新
聞
で
知
り
、
何

と
か
貢
献
で
き
な
い
か
と
、
エ
ク

セ
ラ
ン
高
校
の
上
條
教
諭
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
し
出
を
受
け
、

同
年
９
月
に
生

徒
約
30
人
の
清

掃
活
動
が
始
ま

り
ま
す
。
令
和

６
年
に
は
、
つ

く
ば
開
成
学
園

高
校
松
本
学
習

セ
ン
タ
ー
の
生

徒
約
10
人
も
参

加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
各

校
が
そ
れ
ぞ
れ

月
１
回
の
活
動

を
行
い
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
、

町
会
、
協
力
企
業
、
行
政
関
係
者

が
合
同
で
参
加
す
る
活
動
へ
と
発

展
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
は
、
市
内
の
一
企
業

か
ら
地
域
貢
献
と
し
て
40
人
が
参

加
し
、
11
月
に
は
、
地
域
学
校
協

働
活
動
推
進
委
員
の
発
案
で
、
筑

摩
小
学
校
３
年
２
組
の
生
徒
28
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

作
業
は
２
時
間
ほ
ど
で
す
が
、

参
加
者
は
み
な
一
生
懸
命
で
見
違

え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
３
月
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
者
全
員
対

象
の
食
事
会
を
町
会
主

催
で
開
催
し
、
懇
親
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

見
事
に
難
局
を
乗
り

越
え
た
活
動
責
任
者
の

高
畠
さ
ん
と
的
場
さ
ん
は

「
水
辺
で
く
つ
ろ
ぐ
外
国

人
観
光
客
や
、は
し
ゃ
ぐ

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

絶
や
さ
な
い
た
め
に
も
、

せ
せ
ら
ぎ
は
地
域
の
宝

と
し
て
引
き
継
い
で
い

き
た
い
」と
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
せ
せ
ら
ぎ
」を
美
し
く

わ
が
ま
ち
自
慢 

第
一
地
区

市内外から大勢の利用者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、第
二
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

ま
で
。☎
三
九
ー
三
六
〇
一

水路もきれいに！

エクセラン高校・園芸農業コース3年生　4月15日撮影

見違えるほどきれいに！
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ダンスサークルの
パフォーマンスは大盛況

私
の
属
す
る
業
界
で

は
毎
年
、
諏
訪
湖
１

周
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
行
わ
れ
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
・
卸
・
小

売
り
ま
で
、
皆
が
一

丸
と
な
っ
て
業
界
を

盛
り
上
げ
る
の
が
目
的
だ
▼
走
る

距
離
は
１
人
何
㎞
で
も
良
い
。
１

人
で
１
周
走
る
人
も
い
る
。
多
く

の
人
は
リ
レ
ー
方
式
で
、
バ
ト
ン

の
代
わ
り
に
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で

い
く
。
タ
ス
キ
は
我
々
が
扱
っ
て

い
る
商
品
を
象
徴
し
て
い
る
。
普

段
は
ラ
イ
バ
ル
同
士
だ
が
、
誰
も

が
一
様
に
商
品
へ
の
愛
情
を
持
っ

て
い
る
の
だ
▼
70
代
後
半
の
一
線

を
退
い
た
人
が
、
今
年
も
参
加
し

て
く
れ
た
。
ほ
ん
の
少
し
年
下
の

人
が
、
そ
の
先せ

ん

達だ
つ

よ
り
不
甲
斐
な

い
と
言
い
な
が
ら
、泣
い
て
い
た
。

万
年
２
位
の
若
者
は
、
い
つ
も
１

位
の
人
と
少
し
タ
イ
ム
を
縮
め

た
。
し
か
し
、
や
は
り
泣
い
て
い

た
。
誰
も
が
、
本
来
の
目
的
を
忘

れ
て
全
力
投
球
だ
▼
悲
喜
こ
も
ご

も
。
肩
を
た
た
き
合
う
夜
の
懇
親

会
が
、
次
回
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

充じ
ゅ
う

填て
ん

し
て
く
れ
る
。
私
も
す
で
に

十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
大
人
な
の
だ

が
、
こ
ん
な
先
輩
た
ち
の
よ
う
に

年
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

約
70
の
サ
ー
ク
ル
や
団
体
が
参

加
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
終
日
多
く

の
新
入
生
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
各

ブ
ー
ス
で
は
上
級
生
が
熱
心
に
活

動
を
Ｐ
Ｒ
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の

華
や
か
な
ダ
ン
ス
、
演
奏
の
披
露

や
、体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、

新
し
い
環
境
に
目
を
輝
か
せ
る
学

生
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
、
体
育
館
で
新
入

生
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
タ
イ
ト
ル
は
「
絶
望
宇
宙
旅
行

か
ら
の
脱
出
」で
す
。謎
解
き
サ
ー

ク
ル
信
大
回
廊
が
作
成
し
た
ゲ
ー

ム
に
、
学
生
た
ち
は
チ
ー
ム
を
組

ん
で
挑
み
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
終

了
後
は
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
で
連

絡
先
を
交
換
す
る
な
ど
、
和
気
あ

い
あ
い
と
交
流
す
る
様
子
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

信
春
祭
は
２
０
２
３
年
に
始
ま

り
、
今
年
で
４
回
目
。
シ
ン
ダ
イ
ガ

イ
ド
に
所
属
す
る
繊
維
学
部
３
年

の
三
宅
由ゆ

珠ず

さ
ん
は
「
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が

生
ま
れ
た
ら
嬉
し
い
」
と
言
い
ま

す
。
今
後
さ
ら
に
発
展
す
る
信
大

春
の
定
番
イ
ベ
ン
ト
に
期
待
で
す
。

　

安
原
町
は
、
町
人
町
枝
町
十
町

の
一
つ
で
す
。
古
く
は
安あ

佐さ

端ば

野の

（
麻
葉
野
）
原は

ら

と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
天
正
13
（
１
５
８
６
）
年

に
安
佐
端
野
原
の
２
文
字
を
と
っ

て
、
安
原
町
と
改
め
ま
し
た
。
和

泉
町
か
ら
萩
町
バ
ス
停
に
か
け

て
、
善
光
寺
道
が
鍵
の
手
と
な
っ

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
南
北
に

延
び
る
通
り
沿
い
は
竪た

て

町ま
ち

と
呼
ば

れ
、
商
家
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し

た
。
北
の
端
に
は
十
王
堂
が
置
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
そ

の
辺
り
に
標

柱
が
立
っ
て

い
ま
す
。

　

信
州
大
学
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で

４
月
５
日
、
大
学
公
認
の
情
報
発

信
サ
ー
ク
ル
シ
ン
ダ
イ
ガ
イ
ド
が

主
催
の
「
信し

ん

春し
ゅ
ん

祭さ
い

」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

信
春
祭
は
、
新
入
生
に
向
け
た

サ
ー
ク
ル
紹
介
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

謎
解
き
で
交
流

春
に
は
欠
か
せ
な
い
イ
ベ
ン
ト
に

信
大
の
春
を
彩
る

学
生
主
催
の

   
新
歓
イ
ベ
ン
ト

学
生
主
催
の

   
新
歓
イ
ベ
ン
ト

視 点

26

当
日
の
様
子
は

こ
ち
ら
か
ら
！

旧
町
名
碑
め
ぐ
り
5

写真でつづる
まつもと今昔72まつもと今昔72

芳川小屋の土地基盤整備事業が完成した
1989年に、道路建設をはじめ各事業が始
まった。同年に開業した松本流通業務団
地の一部が写っており、この主要幹線道
路の早期完成が望まれていた。

この道路は国道19号の村井町から神林、
和田、新村などを経て、島内のアルプス大
橋東の交差点で国道147号に合流する。
総延長は18.5kmで交通量も多く、信州まつ
もと空港や信州スカイパーク、臨空工業団
地へのアクセスを担っている。

（撮影：2025.7.6）

～松本環状高
たき
家
べ
線建設中～

（撮影：1993年頃）

学
生
と
サ
ー
ク
ル
の
架
け
橋

時間制限があり、
完全クリアは
意外と難しい

・
和
泉
町

善
光
寺
道

卍 十王堂跡

萩
町

至 

信
大

143
町
名
碑
★

・
コンビニ
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神道祭の曳行展示　壮麗に並ぶ舞台

世
で
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
親
町
と
呼
ば
れ
た
本
町
と

中
町
、
そ
し
て
本
町
の
枝
町
で

あ
っ
た
伊
勢
町
は
、
当
時
の
町
の

名
称
が
現
在
の
町
会
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。
伊
勢
神
宮
か
ら
勧
請
し

た
神
明
宮
に
あ
や
か
っ
て
命
名
さ

れ
た
の
が
伊
勢
町
、
前
号
の
「
旧

町
名
碑
め
ぐ
り
」
で
取
り
上
げ
た

通
り
、
馬ば

喰く
ろ
う

が
転
じ
て
命
名
さ
れ

た
の
が
博ば

く

労ろ

町ま
ち

で
す
。

　

本
町
一
〜

五
丁
目
、
伊

勢
町
一
〜
三

丁
目
、
博
労

町
、
中
町
一

〜
三
丁
目
の

12
町
会
は
、

城
下
町
南
深

志
の
氏
神
で

あ
る
深
志
神

社
の
氏
子
で

す
。
町
会
ご

と
に
祭
屋
台

を
所
有
し
、

深
志
舞
台
と

し
て
市
の
重

要
有
形
民
俗

　

第
一
地
区
は
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
の
東

側
で
、
女
鳥
羽
川
と
薄
川
に
は
さ

ま
れ
た
19
町
会
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

16
世
紀
半
ば
に
武
田
氏
が
深
志

城
（
現
松
本
城
）
を
統
治
の
拠
点

と
し
て
始
め
た
城
下
町
の
整
備

は
、
17
世
紀
後
半
の
水
野
氏
の
治

松本平の野鳥たち

スズメよりほんの少し小さな野鳥。夏鳥としてほぼ全
国に渡って来て繁殖。オスは良く目立つ橙色と白・黒
の配色はカラフル。その鳴き声も明るく大きな歌声か
らアルプス公園では一番の人気者。オオルリが樹木の
てっぺんで囀

さえず
るのに対し、中間あたりの枝が好み。

キビタキ（2021年5月松本市アルプス公園　写真提供：信州野鳥の会）

小さなぬくもりが
優しさになる
そんな毎日を…

（撮影 ： 2026.4.5 女鳥羽川）

まつもと散歩

17

再
発
見
!!

ま
つ
も
と
地
名
が
た
り

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
18
基
の
３

分
の
２
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

明
治
維
新
以
後
、
特
に
１
９
０

２
年
の
鉄
道
開
業
後
に
街
と
し
て

の
整
備
が
進
ん
だ
西
側
の
エ
リ
ア

で
す
。
分ふ

ん

銅ど
う

町ち
ょ
う

は
、
駅
と
千
国
街

道
（
今
町
）
を
む
す
ぶ
道
沿
い
で
、

そ
の
開
道
に
功
績
の
あ
っ
た
犬
飼

氏
の
屋
号
に
由
来
し
ま
す
。
新
伊

勢
町
は
駅
と
伊
勢
町
を
結
ぶ
新
し

い
道
。神し

ん

明め
い

町ち
ょ
う

は
、伊
勢
町
に
あ
っ

た
神
明
宮
よ
り
さ
ら
に
駅
寄
り
に

あ
っ
た
神
明
宮
の
周
辺
の
町
。
国こ

く

府ぶ

町ち
ょ
う

は
、
駅
前
が
か
つ
て
松
本
に

あ
っ
た
国
府
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く

栄
え
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め

て
。
西
五
町
は
、
本
町
五
丁
目
の

西
側
に
広
が
っ
た
町
。
西
長
沢
町

は
、
長
沢
川
の
下
流
域
（
西
側
）

と
い
っ
た
理
由
で
命
名
さ
れ
ま
し

た
。

江
戸
時
代
か
ら
の
城
下
町
と 

松
本
駅
開
業
か
ら
の
市
街
地

昔
も
今
も
商
業
の
地

昔
も
今
も
商
業
の
地

第
一
地
区

第
一
地
区

江
戸
時
代
か
ら
続
く
町
会

明
治
維
新
後
の
町
会

松本駅

薄川

女鳥羽川

第一地区
町会地図
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8 7 6
1 19 18 17

2

3

4

5

10 11

12

13

14

15

16

❶ 本町１丁目
❷ 本町２丁目
❸ 本町３丁目
❹ 本町４丁目
❺ 本町５丁目

第一ブロック
10 新伊勢町
11 神明町
12 国府町

第三ブロック

17 中町1丁目
18 中町2丁目
19 中町3丁目

第五ブロック

13 西五町
14 西長沢町
15 中条中
16 博労町

第四ブロック

❻ 伊勢町１丁目
❼ 伊勢町２丁目
❽ 伊勢町３丁目
❾ 分銅町
★ 第一地区公民館

第二ブロック
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